８．常設部会、委員会及び専門委員会等

8-1　対外活動部会

1．対外活動部会の構成

部会：石井弓夫部会長、廣谷彰彦、奧野晴彦副部会長。委員には会員理事が当たるほか専門分野の幹事が参加。
委員会：対外活動委員会　廣谷彰彦委員長
　　　　白書委員会　後藤浩一委員長
専門委員会：QBS検討WG　駒田智久委員長
　　美しい国づくり専門委員会　米沢栄二委員長

　　CSR専門委員会　松本敏委員長
2．設立の目的と活動の成果
　本部会は、建設コンサルタントの経済的、社会的地位の向上を目指して発注機関との意見交換会を行うほか、関連情報を整理して関係者に伝えまた関連組織と協働することを目的としている。意見交換会は発注機関に公的に建設コンサルタントの「要望と提案」を提出し意見交換を行うというきわめて重要な会合である。第1回を昭和59年（1984）に開催してから平成18年（2006）まで23回にわたり毎年実施してきたがその成果は大きなものがあり、たとえば昭和60年代におけるコンサルタント報酬の大幅な改善、平成に入ってのコンサルタントの技術力に基づく選定（プロポーザル）の促進、コンサルタントの役割の拡大、施工への関与の改善などが挙げられよう。
3．主な活動の記録

(1) 要望と提案・建設コンサルタント白書の編集
対外活動委員会、白書委員会のもとで平成17
年秋より「要望と提案」、「建設コンサルタント白書」の編集を開始した。平成18
年1月の代表者会議、1～2月の全国9支部訪問による協議、常任理事会の審議を経て５月末に完了した。
その柱は　①技術力による選定　②報酬積算体系の改善　③役割の拡大　④著作権　の４つであった。「白書」はコンサルタントの状況を示す基礎資料として活用された。
(2) 「要望と提案」に関する意見交換会の開催


6月
7日
：北海道開発局及び自治体

6月
8日
：中部地方整備局及び自治体

6月
9日
：近畿地方整備局及び自治体

6月
12日
：四国地方整備局及び自治体

6月
16日
：東北地方整備局及び自治体

6月
27日
：中国地方整備局及び自治体

6月
28日
：九州地方整備局及び自治体

7月
5日
：北陸地方整備局及び自治体　

7月
6日
：関東地方整備局及び自治体

9月
5日
：阪神高速道路(株)


9月
6日
：西日本高速道路(株)


9月
8日
：首都高速道路(株）


9月
11日
：中日本高速道路(株)


9月
12日
：東日本高速道路(株)


12月
11日
：国土交通省本省
(3) 本部・支部意見交換会の開催

　　平成18
年1～2月に全支部で実施

(4) 各専門委員会の活動

①　QBS検討WG
技術と価格を併せ考えた選定方式に関する検討（QBS、QCBS、CBSの各方式を適用する業務のあり方）及びガイドラインの作成検討。
日本建築家協会(JIA)と設計者選定について協議。
② 美しい国づくり専門委員会

前年度JIAと作成した行動計画に基いて、相互に行動の具体化の検討を進め、景観調査や事例集作成などを実施。また「美しい景観を創る会　伊藤滋代表」の地域シンポに協力。
③CSR専門委員会：CSRの国内動向調査、検討。
4．次年度の活動

部会、委員会ともに、活動を継続して実施する。「要望と提案」はさらに的を絞ったものとする。
（対外活動部会部会長　石井 弓夫）
�削除


�17を18に修正


�18を19に修正


�18を19に修正





